
公立大学法人熊本県立大学の財務の状況

①貸借対照表　（平成２４～２８年度）

（単位：円）

増減額 対前年度比

(%)

土地 9,088,942,082 9,088,942,082 9,088,942,082 9,088,942,082 9,088,942,082 0 100

建物 2,766,129,962 2,714,965,177 2,692,767,932 2,564,026,782 2,440,626,562 △ 123,400,220 95 建物の減価償却累計額の増による減

工具器具備品、
構築物等 242,629,493 525,167,145 831,389,125 679,737,478 529,496,197 △ 150,241,281 78 工具器具備品等の減価償却累計額の増による減

図書・美術、その他 1,112,196,011 1,112,683,756 1,125,831,168 1,128,443,380 1,138,526,104 10,082,724 101 図書購入による増

現金・預金 659,472,235 704,012,903 619,494,673 605,886,150 620,182,768 14,296,618 102 熊本地震発生による事業及び活動の縮小、経費節減等による支出額の減による増

未収学生納付金 8,141,600 4,911,200 5,406,650 3,255,200 5,236,400 1,981,200 161 災害減免に伴う入学金徴収猶予（9件）、授業料及び入学金の未収による増

その他未収金 38,223,491 34,395,526 32,345,319 40,591,449 28,549,249 △ 12,042,200 70 受託契約の減による未収金の減※左記未収金は現在ほとんど回収済。

その他 2,575,139 790,361 763,057 1,709,846 1,855,960 146,114 109 ＩＴ資産管理ソフトライセンス料等による前払費用の増

13,918,310,013 14,185,868,150 14,396,940,006 14,112,592,367 13,853,415,322 △ 259,177,045 98

増減額 対前年度比

(%)

固定負債 1,712,642,928 1,978,507,796 2,299,421,309 2,137,691,260 2,029,941,072 △ 107,750,188 95 資産リースの支払に係る長期未払金の減

流動負債 388,337,238 420,138,619 484,103,168 569,269,393 482,174,522 △ 87,094,871 85 長期勤続退職者の減による退職給付費の減※退職金は４月支払のため3/31現在の未払金に計上

資本金 12,166,185,000 12,166,185,000 12,166,185,000 12,166,185,000 12,166,185,000 0 100

資本剰余金 △ 686,307,002 △ 751,932,686 △ 830,104,958 △ 942,021,255 △ 1,102,432,828 △ 160,411,573 117 県が出資した建物及び特定償却資産の減価償却費の増による減

利益剰余金 337,451,849 372,969,421 277,335,487 181,467,969 277,547,556 96,079,587 153 当期未処分利益の増（前年比　＋1億4500万円）、目的積立金の減（約4900万円）

13,918,310,013 14,185,868,150 14,396,940,006 14,112,592,367 13,853,415,322 △ 259,177,045 98

　　　　貸借対照表は、決算日（３月３１日）に保有する資産と支払うべき負債及びその差額である「純資産」の状態をまとめて記載したもので、
　　 決算日における財政状況をあらわすものです。
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　　損益計算書は、費用と収益及びその差引である利益（損失）を明確にし、会計期間における運営状況を明らかにします。
（単位：円）

増減額 対前年度比

(%)

教育経費 441,674,672 440,642,387 500,786,390 501,174,918 489,914,996 △ 11,259,922 98 熊本地震発生に伴う事業・活動の縮小等による減

研究経費 106,552,494 119,944,986 113,525,225 99,433,017 109,434,714 10,001,697 110 科学研究費補助金による備品(50万円未満のパソコン等)取得の増等

教育研究支援経費 139,509,057 163,616,928 105,641,871 131,878,818 105,797,619 △ 26,081,199 80 図書除却の減（図書除却のとき、消耗品費に振替。H27　約1100万→H28約70万）、熊本地震発生に伴う事業・活動の縮小等による減

受託研究・受託事業費 47,180,107 48,878,591 52,929,780 44,296,244 31,335,115 △ 12,961,129 71 受託契約の件数及び金額の減

役員人件費 60,987,574 58,763,743 63,441,816 82,177,701 62,826,148 △ 19,351,553 76 役員退職給付費の減による減

教員人件費 978,622,449 906,406,147 980,485,035 1,086,625,516 986,258,996 △ 100,366,520 91 教員退職給付費の減による減、自己都合退職・休職による支払給与額の減

職員人件費 374,390,519 373,618,809 407,843,413 408,262,080 403,700,341 △ 4,561,739 99 県からの派遣職員数の減

一般管理費・その他 107,832,033 114,991,220 144,590,984 163,611,260 141,618,585 △ 21,992,675 87 学内情報システムリースにかかる支払利息の減、熊本地震発生に伴う維持・修繕等の中止による減、消耗品及び光熱水費の節減等による減

合計　（Ａ） 2,256,748,905 2,226,862,811 2,369,244,514 2,517,459,554 2,330,886,514 △ 186,573,040 93

増減額 対前年度比

(%)

運営費交付金収益 888,647,000 858,792,000 840,149,000 945,920,800 908,763,000 △ 37,157,800 96 定年退職者数の減による退職給付費減額に伴う運営費交付金の減

授業料収益 1,127,675,509 1,134,335,055 1,121,104,575 1,137,033,127 1,136,620,625 △ 412,502 100

入学金収益 145,849,800 135,471,600 148,898,400 144,109,200 143,883,600 △ 225,600 100

検定料収益 42,170,000 32,902,000 51,097,000 39,517,000 40,316,000 799,000 102 志願者数の増加による増

受託研究・受託事業等収益 49,334,103 49,521,444 54,011,819 44,475,635 32,153,892 △ 12,321,743 72 受託契約の件数及び金額の減

補助金等収益 10,666,168 14,773,683 31,805,747 44,987,603 44,153,048 △ 834,555 98 補助金交付額の減

寄附金収益 14,609,991 16,382,122 13,603,767 17,169,798 22,815,737 5,645,939 133 費用としての執行額の増（消耗品費、旅費、50万円未満のパソコン等購入費等）

資産見返負債戻入 50,655,835 68,667,843 52,756,841 61,413,141 53,804,051 △ 7,609,090 88 図書除却の減（図書除却のとき、消耗品費に振替。H27　約1100万→H28約70万）、資産の取得に伴う減価償却費の増

その他 32,260,402 33,561,476 39,806,831 42,628,933 53,248,124 10,619,191 125 科学研究費補助金の間接経費及び海外留学支援制度奨学金収入等の雑益の増

合計　（Ｂ） 2,361,868,808 2,344,407,223 2,353,233,980 2,477,255,237 2,435,758,077 △ 41,497,160 98

当期純利益（Ｂ－Ａ）
注）△の場合は当期純損失 105,119,903 118,987,322 △ 16,010,534 △ 40,204,318 102,467,343 142,671,661 △ 255

（参考）当期総利益 105,119,903 118,987,322 2,439,438 △ 40,204,318 105,264,327 145,468,645 △ 262 Ｈ２６年度　目的積立金取崩額（18,449,972円）を調整した後の額Ｈ２８年度　目的積立金取崩額（2,796,984円）を調整した後の額
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③決算報告書 　（平成２４～２８年度）

（単位：千円）

増減額 対前年度比

(%)

運営費交付金 890,204 905,905 889,977 982,181 1,001,742 19,561 102 退職給付費減額に伴う運営費交付金の減、熊本地震にかかる授業料等減免（新設）による増

自己収入

　　　授業料収入 1,183,067 1,159,726 1,153,400 1,139,553 1,093,543 △ 46,010 96 熊本地震の被災学生に対する授業料減免による減

　　　入学金収入 138,398 135,472 145,793 143,074 136,121 △ 6,953 95 熊本地震の被災学生に対する入学金減免による減

　　　検定料収入 42,153 32,868 51,097 39,466 39,895 429 101 熊本地震の被災学生に対する検定料減免による減、志願者数増加による増

　　　受託研究等収入 49,334 49,521 54,012 44,476 32,154 △ 12,322 72 受託契約の件数及び金額の減

　　　寄附金収入 18,989 25,125 33,368 16,755 17,072 317 102 熊本地震にかかる義援金等の増

補助金等 12,486 18,409 61,658 47,369 113,824 66,455 240 県からの災害復旧にかかる補助金の増

雑収入 35,150 64,498 42,138 44,496 55,874 11,378 126 科学研究費補助金間接経費、施設貸付料、避難所開設経費等の増

目的積立金取崩 23,940 83,470 98,073 55,663 9,185 △ 46,478 17 災害復旧を優先し、予定していた施設設備の改善を中止したことによる減

合計 2,393,721 2,474,994 2,529,516 2,513,033 2,499,410 △ 13,623 99

増減額 対前年度比

(%)

教育研究費 1,704,675 1,710,479 1,822,622 1,849,102 1,802,496 △ 46,606 97 教員の自己都合退職及び休職による教員人件費の減、熊本地震発生に伴う事業・活動の縮小による減

一般管理費 534,439 575,729 618,605 622,577 583,126 △ 39,451 94
役員退職給付費の減による減、県からの派遣職員の
減による人件費の減、熊本地震発生に伴う事業・活
動の縮小による減、光熱水費の節減による減

受託研究費等 49,333 49,492 53,815 44,328 31,380 △ 12,948 71 受託契約の件数及び金額の減

合計 2,288,447 2,335,700 2,495,042 2,516,007 2,417,002 △ 99,005 96

収入－支出 105,274 139,294 34,474 △ 2,974 82,408 85,382 △ 2,771

※金額は、それぞれの金額を四捨五入により千円単位で表記していますので、合計金額と一致しない場合があります。
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　　決算報告書は、官庁会計 ・ 現金主義により作成されています。
　　　（参考）　損益計算書は、複式簿記　・　原因が発生した場合に計上する発生主義により作成されています。
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